






ジェンダーサミット10

主要セッション パラレルセッション
1. ジェンダーの歴史と未来
従来のジェンダー研究で、これまでにどのような課題があり、いかに
解決してきたのか、また未来に向けた課題は何かを共有する。

2. アジアにおける深刻な問題への女性の貢献
国連の「持続可能な開発目標（SDGs）」で明示されているアジアでの
深刻な問題の解決に取り組む女性研究者の経験などを紹介する。

3. ジェンダーに基づくイノベーション
ジェンダーサミットの核心的テーマである「男女差を科学研究の要因
とすること」について、最新の研究結果や事例を紹介し、その有用性
や可能性を議論する。

4. 科学技術の社会的責任
科学技術の社会的責任がますます重要になる中、共創による成果と
問題に対して社会全体でどう責任を分担するのかを議論する。

1. 女性参画拡大により期待されるイノベーション上の利点の明確化
イノベーションの現場へ女性が参画することによる成果事例を取り
上げ、その効果を議論するとともに、その利点を探究する。

2. ダイバーシティ推進に係る評価手法の提示
各国の研究機関における科学の幅広い評価手法を調べ、国および研
究費配分機関の評価の指標として提案を図る。

3. スポーツにおける身体とジェンダー･サイエンスの推進
東京オリンピック・パラリンピックに向け、スポーツにおいて女性の
リーダーシップが実現している国と困難を抱えている国とを比較し、
その実現に向けた効果的な戦略を探る。

4. 中等教育における女子学生の文理選択の健全化
中等教育における女子学生（生徒）の文理選択について、国際比較
により、各国の現状の問題について議論する。

5. 男女共同参画推進のための研究者情報の整備と活用
研究者情報の活用方法の検討、情報整備につなげるための議論をす
るとともに、研究者情報を用いたジェンダーを視点とした研究活動
や知見を共有する。

6. 男性･男子にとってのジェンダー平等
アジアを含む男子の学力低下問題を視野に入れつつ、男性・男子を
めぐる教育の重要性について議論する。

関連会議
Ⅰ．女子中高生と保護者向けシンポジウム
2017年5月27日（土）
●会場：一橋講堂
●内容：世界で活躍する理工系研究者や技術者による講演など
●対象：女子中高生、保護者、教員　●無料　●日本語

Ⅱ．サテライト会議
2017年5月29日（月）、30日（火）
●会場：沖縄科学技術大学院大学
●テーマ：Frontiers of Science in 
Asia-Pacifi c
●内容：講演やパネルディスカッション、
ポスター発表など

参加登録
早期登録（2017年3月15日まで）：30000円
通常登録（2017年3月16日～4月15日）：35000円
学生料金：5000円

お問い合わせ先
ジェンダーサミット10 組織運営委員会事務局
JST ダイバーシティ推進室内
TEL 03-5214-8443　FAX 03-5214-8088
E-mail diversity@jst.go.jp

　「扉まで15メートルです。まっすぐ進んでく
ださい」「外へ出るには扉を2つ通ります。扉
は右側にあります」――。スマートフォンの電
子音声を聞きながら、盲目の女性が一人で歩
いている。向こうから男性が近づいてくると、
「ニックがやってきます。嬉しそうです」と電
子音声が知らせてくれる。
　女性が「こんにちはニック！ どこに行くの？ 
なんか嬉しそうじゃない？」と話しかけると、
男性は「論文が受理されたんだ。だけどなん
で僕だってわかったの？ それに嬉しそうだと
か？」と不思議そうな顔をする。
　これは、日本アイ・ビー・エム東京基礎研究
所の浅川智恵子IBMフェローが客員教授を務
める米国カーネギーメロン大学が現在研究開
発中の技術を紹介する映像シーンだ。「誰がど
んな様子でやってくるのか教えてくれるという
部分はまだ開発中ですが、リアルタイムでの顔
認識技術も実用段階に近づいています」と浅川
さんは語る。
　視覚障がい者の前に立ちはだかるのは、文
字を読むことができない「情報アクセス」と、
1人で歩くことが困難な「移動」の2つの壁だ。
インターネット上では、画面を音声合成で読み
上げるソフトウェアによって壁が取り除かれ、
さまざまな情報にアクセスできるようになった。
　「インターネット上の世界だけでなく現実世
界においても、各種センサーやセンサーを内
蔵したモバイル端末で正確な位置を推定する
測位技術、音声認識や画像認識で物体や人
を認識する技術、ビッグデータ解析技術によ
る知識やオープンデータの活用などによって、
コンピューターが日常の世界を認識して人間
に伝達できるようになってきています。そうし
た技術を組み合わせ、情報のアクセシビリティ
をさらに高めることによって、人間の感覚機能
や認知機能を支援するコグニティブ・アシスタ

　情報技術が進むにつれて、障がいを持つ方々の活動しやすい環境が広がってきた。画面を読み上げるソフトウェア
を使えば、目の不自由な人でもインターネットを利用してさまざまな情報にアクセスできる。全盲の研究員として、障
がいを持つ方々の情報アクセスやコミュニケーションの向上に貢献する技術の研究開発をする日本アイ・ビー・エム東
京基礎研究所の浅川智恵子IBMフェローの取り組みを紹介する。

障がい者の夢やニーズがイノベーションを生む

ント技術の研究が着実に進歩しています。や
がて私は、自由にウィンドウショッピングを楽
しんだり、通りを歩きながらすてきなレストラ
ンを見つけたりできるようになるでしょう。街
で会ったとき、あなたより先に私が気づいたと
したらすごいと思いませんか」。
　2015年には、視覚障がい者のナビゲーショ

ン向上をめざす試みとして、スマートフォン用
アプリの開発を支援する初のオープン・プラッ
トフォームを公開した。
　「超音波や先進的な慣性センサーなどの
幅広い技術をテストする機会を開発者に提
供することで、コグニティブ・アシスタント技
術の進化に貢献したいと考えています。さ

1985年日本アイ・ビー・エム入社。2004年東
京大学工学系博士課程修了（工学博士）。09年
IBMにおける技術者の最高職位である「IBMフェ
ロー」に日本人女性技術者として初めて任命さ
れる。13年紫綬褒章受章。14年より米国カーネ
ギーメロン大学客員教授を兼任。

浅川 智恵子 （あさかわ ちえこ）
日本アイ・ビー・エム株式会社 
東京基礎研究所
IBMフェロー

は、世界的に10代男子の学力や精神的強さ
が低下している現象について考える。ジェン
ダーサミットで男性の問題を取り上げるのは
今回が初めてになる。
　貧困、食糧不足、健康的な生活の確保、教
育の促進など、国際社会はさまざまな課題に
直面している。国連が2015年に採択した持
続可能な開発目標（SDGs）では、17の目標

のうち5番目に「ジェンダー平等の実現」を掲
げた。11の開発目標にはジェンダーに関連す
る用語が含まれ（図2）、科学技術だけでなく、
貧困、福祉、教育、インフラ整備など政治や
経済の領域でも重要な要素とされる。
　「一つ一つの開発目標をターゲットにする方
法もありますが、ジェンダーの視点でSDGsの
すべての目標をつなぎ、『ジェンダーサミット

視覚障がい者の活躍の場を広げる
ことを支援する研究

図1 コグニティブ・アシスタント技術の構成要素

科学技術の未来をも変える
「ジェンダーサミット10」開催
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「ジェンダーサミット10」

10』の提言として世界に発信したいと考えてい
ます。そして、開催だけで終わらせることなく、
ジェンダーとダイバーシティの視点を取り入れ
た研究開発を日本がリードしていくことをめざ
して、これからも活動を続けていきます」。
　ジェンダーの視点に立つ研究開発が大きな
イノベーションをもたらす未来に向けて、議
論が始まろうとしている。

2017年5月25日（木）、26日（金） 
一橋講堂（東京都千代田区一ツ橋2ー1ー2）
・JST　・日本学術会議　・ポルシャ社（欧州委員会の委託を受けた企業）
【国内】　・文部科学省　・内閣府　・経済産業省　・日本経済団体連合会　・日本ユネスコ国内委員会
　　　  ・国連ウィメン日本協会　・国立大学協会　・公立大学協会　・日本私立大学団体連合会
　　　  ・全国知事会　・男女共同参画学協会連絡会　その他6省が予定
【海外】　・欧州委員会
2大学、1企業、5団体　　　　協　　賛：　21大学、11学協会、18企業、3団体

日　　時：
会　　場：
主　　催：
後　　援：

パートナー： （1月24日現在）
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